
Ⅰ．

チェック項⽬
とても
そう
思う

そう
思う

どちら
とも

いえない

あまり
そう

思わない

そう
思わない

わから
ない

「とてもそう思
う」と「そう思
う」の全体（わ
からないを除
く）に対する

割合

ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

1
お⼦さんの活動等のス
ペースが⼗分に確保さ
れていますか

13 23 0 0 0 0 100%

2
職員の配置数や専⾨性
は適切だと思いますか

6 22 4 2 1 1 80%

・専⾨性は適切。熱意
のある先⽣が多く、頼
りにしております。し
かし⼈数が少ないた
め、療育の⽇数を減ら
さざるを得ない状況は
変わらず。
・難聴を対象とした療
育なのに、登園者数に
対するSTの数が少ない

ご意⾒ありがとうござ
います。
今年度、常勤ＳＴが1
名増え、現在⾮常勤ST
１名の募集をしており
ます。皆様のご希望に
添えるような療育を⾏
えるよう、安定した職
員体制をつくるべく、
引き続き努⼒してまい
ります。

3

⽣活空間は、本⼈にわ
かりやすく構造化され
た環境※1になっていま
すか。また、事業所の
設備等は、スロープや
⼿すりの設置などバリ
アフリー化の配慮がな
されていますか

10 23 2 0 0 1 94%
・絵本のある部屋→ぞ
うの部屋 の認識はあま
りようだ。

貸出書籍について、新
年度また改めて、やま
びこだよりでお伝え
し、周知に努めてまい
ります。ワゴンで移動
できるようになってお
りますので、場所がわ
からない場合は、職員
にお声かけ下さい。

4

⽣活空間は、清潔で、
⼼地よく過ごせる環境
になっていますか。ま
た、お⼦さん達の活動
に合わせた空間となっ
ていますか

9 27 0 0 0 0 100%

・靴下での活動なので
本児に⾔っても周りが
脱がない雰囲気だと脱
がなくなっているので
運動遊びの際は先⽣の
⽅から“靴下だから〜”
の声掛けをして欲し
い。

ご意⾒ありがとうござ
います。
安全⾯からも、運動遊
びの際には、職員より
声かけを⾏ってまいり
ます。

事業所評価表

公表︓令和6年3⽉26⽇   事業所名︓千葉市療育センター 福祉型児童発達⽀援センターやまびこルーム

保護者等数（児童数）53 回収数 36 回収率 67.9％
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5

お⼦さんと保護者等の
ニーズや課題が客観的
に分析された上で、個
別⽀援計画※2が作成さ
れていますか

13 21 2 0 0 0 94%

・どうしても相談事が多
くなり後期はやまびこで
の療育が出来なく、こど
もに申し訳なかった。
・計画の話を担当者では
なく管理者とするのが
何を意味するのかわから
ない。
担当者となら現状との擦
り合わせが即座に可能な
のに管理者（第三者）が
必須なのかがわからない

⼤切なお時間をいただ
いて、⼤変申し訳あり
ません。制度上、個別
⽀援担当者だけでな
く、児童発達⽀援管理
責任者（ルーム⻑兼
務）も、お話を伺うこ
とになっております。
個別⽀援計画の内容だ
けでなく、やまびこ
ルーム全体へのご意
⾒、ご要望等などもう
かがえたらと思ってお
ります。有意義な時間
になるよう、努⼒いた
します。

6

個別⽀援計画には、お
⼦さんの⽀援に必要な
内容が具体的に記載さ
れていますか

10 25 1 0 0 0 97%

7
個別⽀援計画に沿った
⽀援が⾏われています
か

13 21 1 0 0 1 97%

8
活動プログラム※３が
固定化しないよう⼯夫
されていますか

12 19 3 0 0 2 91%

9

保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流
や、障害のない⼦ども
と活動する機会は設け
ていませんが、保護者
のご希望があれば連携
を図っていますか

9 16 2 1 1 7 86%

・コロナなどもあるので
仕⽅ないと割りきってい
ます
・また、園訪問をしてい
ただきたいです。よろし
くお願いします。

保育園、幼稚園等、関係
機関との連携は、保護者
様のご同意を得たうえ
で、今後も継続してまい
ります。
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10

⽀援の内容、利⽤者負
担(利⽤料)等について
丁寧な説明がなされて
いますか

10 25 0 1 0 0 97%

11
「個別⽀援計画」を⽰
しながら⽀援内容の説
明がなされましたか

12 24 0 0 0 0 100%

12

保護者等に対して家族
⽀援※4（勉強会や話し
合いなど）が⾏われて
いますか

15 18 0 1 0 2 97%

・保護者セミナーをよく
⾏ってくださり、不参加
でも後⽇配信などで情報
が得られるのでありがた
いです。
・なかなか予定が合わず
参加できないので、ライ
ブ配信等して、⼀定期間
でもアーカイブに残して
くれると助かります。

ご意⾒ありがとうござ
います。
皆様のお役に⽴つよ
う、保護者セミナー等
の後⽇配信は、今後も
皆様が試聴しやすい⽅
法を検討しながら、継
続して⾏ってまいりま
す。

13

⽇頃からお⼦さんの状
況を保護者等と伝え合
い、お⼦さんの健康や
発達の状況、課題につ
いて共通理解ができて
いると思いますか

11 24 0 0 0 1 100%

14

定期的に、保護者等に
対して⾯談※5や、育児
に関する助⾔等の⽀援
が⾏われていると思い
ますか

12 23 0 0 0 1 100%

15

異年齢交流グループ
や、通常のグループ活
動の後半に⾏われる保
護者懇談等により保護
者同⼠の連携が⽀援さ
れていますか

10 16 3 2 0 5 84%
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16

お⼦さんや保護者等か
らの相談やご意⾒につ
いて、対応の体制を整
備するとともに、お⼦
さんや保護者等に周
知・説明し、相談や意
⾒等があった際に迅速
かつ適切に対応されて
いると思いますか

12 21 1 0 0 2 97%

17

お⼦さんや保護者等と
の意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなさ
れていると思いますか

14 20 1 0 0 1 97%

18

保護者等に必要なお知
らせや⾏事予定、アン
ケートの結果等が発信
されていると思います
か

13 23 0 0 0 0 100%

・前期・後期保護者アン
ケートの結果の発信⽅法
（HPに年度末にまとめて
掲載など）も教えていた
だけるとありがたいで
す。
・紙媒体での配布がなく
なりメールなって楽に
なった分、忘れてしまう
こともしばしば。送信し
た内容を掲⽰板として掲
⽰して頂けると確認にも
なるので掲⽰して欲し
い。

・ご意⾒ありがとうござ
います。
・保護者アンケートの結
果については、前期は、
施設内掲⽰、後期は、年
度末に㏋上に公表してお
ります。発表⽅法、時期
などについて、やまびこ
だより等を通じて、皆様
にわかりやすく、アクセ
スしやすいよう、お知ら
せしていくようにいたし
ます。
・配信した内容の掲⽰に
ついて、検討してまいり
ます。

19
個⼈情報の取り扱いに
⼗分注意されていると
思いますか

17 17 1 0 0 1 97%
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20

緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル
等を策定し、保護者等
に周知・説明されてい
ますか。また、発⽣を
想定した訓練が実施さ
れているのをご存知で
すか

9 22 1 1 0 3 94%

21

⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練
が⾏われていますか

11 18 1 1 0 5 94%

22
お⼦さんは通所を楽し
みにしていますか

20 14 1 0 0 1 97%

23
事業所の⽀援に満⾜し
ていますか

14 18 4 0 0 0 89%

・グループ活動が増えて
ほしかった
・時間帯的にグループ活
動になかなか参加できな
いので遅い時間帯で交流
の場などを設けて欲し
い。
・もう少し通う回数が多
いと良いです。
・内容がいいので、もう
少し頻度が上がると、積
み重ねるだけ本⼈の⼒に
なると思います。

・通園頻度につきまし
ては、ここ数年、毎回
ご意⾒をいただいてお
ります。現在の職員体
制で、できうる最善の
療育を⽬指してまいり
ます。
・ご意⾒ありがとうご
ざいます。交流の場の
提供については、皆様
が参加しやすい時間帯
を考慮して、検討して
まいります。

※１

※２

※3

※4

※５

⾮
常
時
等
の
対
応

満
⾜
度

「本⼈にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを⽰せるように、机の配置やイラストや写真
を⽤いるなど、お⼦さん本⼈にわかりやすくすることです。
「個別⽀援計画」は、児童発達⽀援を利⽤する個々のお⼦さんについて、⽀援⽬標や⽀援の具体的内容、⽀援を提供
する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達⽀援センター⼜は児童発達⽀援事業所の児童
発達⽀援管理責任者が作成し、前期と後期の初めにご説明の上、同意書にサインをいただいています。

 「⾯談」とは、個別⽀援計画に記載された⽀援内容についての説明や、個別指導の中での保護者との情報交換、希
望者へのルーム⻑による⾯談等を含みます。

「家族⽀援」とは、保護者がお⼦さんと関わりながら聴覚障害の特性を理解し、遊びや関わり⽅等を学ぶことによ
り、お⼦さんの成⻑を促すことを⽬標としています。

「活動プログラム」は、事業所の⽇々の⽀援の中で、⼀定の⽬的を持って⾏われる個々の活動のことです。お⼦さん
の障害特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。


